
1956年生まれ、1985年北海道大学大学院博士課程修了、1985年静岡大学助手、1989年静岡
大学助教授、1998年文部省在外研究員（ハーバード大学）、1999年静岡大学教授

“天然からの新しい機能や構造をもった分子の発見”
教授　河岸　洋和（天然物化学）

　私の研究の専門は、生物が作り出す化合物に関する有機化学であり「天然物化学」と言われています。研究材
料はキノコです。キノコは地球上に14万種以上有るという説がありますが、それ
らが作り出す物質に関する研究が行われているキノコは１％にも及びません。ほ
とんどが未開拓・未利用な生物資源なのです。私たちはキノコの作り出す特別な
化合物を見つける研究を行っています。以下に最近の３つの例を挙げます。
１）芝が輪状に繁茂し、その後にキノコが発生するフェアリーリング（fairy 

ring、妖精の輪）という現象があります。その現象を起こすキノコ（コムラ
サキシメジ）から、その原因物質を発見しました。そして、その物質は多く
の作物の収量を増加させる効果がありました。

２）2004年に多くの方々がスギヒラタケを摂取して急性脳症になり亡くなりまし
た。その原因を追及して、その鍵となるような物質を発見しました。

３）ヤマブシタケというキノコから認知症等に効く可能性のある物質を発見しま
した。現在、このキノコの効果を調べる研究がいくつかの病院で行われてい
ます。

　現在の生物を扱う科学は遺伝子に関する全盛ですが、生命現象を最終的に引き起こすのは小さな化合物（低分
子あるいは小分子と呼びます）です。ある生物の全ての遺伝子情報（ゲノム）が分かったとしても、それは設計
図に過ぎず、最も先端で働いている低分子が分からなければ、「絵に描いた餅」にすぎません。私は、キノコが
引き起こすあらゆる（キノコ自身に対する、あるいは他の生物に対する）生命現象を小さな分子で説明したいと
思っています。上記で紹介した以外で取り組んでいるものに「キノコを発生させるホルモン」の発見です。もし、
成功したら、マツタケやトリュフの人工栽培も可能になります。
　どんな化合物が見つかるか、スタッフや学生たちと一緒に日々わくわくしながら研究を行っています。
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